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 確かにオイルショック後の 30 年で，日本人は省エネに努め，脱石油を図りました。その
結果，石油に対する依存度自体は減っています。現在の日本の第一次エネルギーにおける






































































































































































































































で，the bigger, the better でやってきました。その方が安くて効率的だったからです。 
 次世代の大型炉は 170 万キロワット位で頭打ちになるので，これからはだんだん小型化
する可能性があり，世界ではもう小型化への動きが始まっています。有名なのは南アフリ
カが，今，アメリカやイギリスの協力で PBMR （Pebble Bed Modular Reactor）というの
を造っています。小型炉は大体 10 万キロワットが 100 億円ぐらいでできるそうです。今，
日本では130万キロワット級の大きいものを１基造るのに3,500～3,600億円かかっていま
す。それを小型化すれば，10 万キロワットを 10 基造っても 1,000 億円ですから，３分の
１から４分の１でできることになります。 
 問題は安全性ですが，どこに造っても，地方でも東京でも，安全性は一番大事です。大
型を造るとなると安全性確保も大変ですが，小型炉なら比較的容易な筈です。大体現在の
加圧型軽水炉は潜水艦の原子炉から発展したものですが，潜水艦の炉は元来小型ですから，
この部屋に入るぐらいの超小型のものがいいと思います。極端な話，各村々にベースロー
ドの電気を賄うだけのきちんとした原発を造る。それにはどうしてもこれからの研究開発
が必要で，日本でも東工大等が独自の研究をしていると聞いていますが，アメリカや南ア
フリカなどとも協力して，途上国でも使えるような簡単なものを造っていき，それが安全
ならば世田谷や新宿は無理かもしれませんが，東京でも郊外や湾岸地区ならできる可能性
が十分あります。安全で便利で，地元にそれなりのお金が落ちれば，それはそれでいいと
いう考えが出てくるのではないかと思います。そういう方向に行くように世の中の考え方
を変えていかねばなりません。 
 石原慎太郎さんが刈羽村の住民投票の前後にある種の問題発言をしました。私は直接聞
いたわけではありませんが，石原さんは「刈羽村が嫌だと言うならいいよ。東京でやるか
ら。勝手にしたらいい。」という調子だったと新聞記者が書いていました。それで刈羽村の
皆さんを怒らせてしまったというのですが，石原さんの本意は，東京は日本の中枢・大脳
としてテロや地震があっても何があってもびくともしないだけのものを持っていないとい
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けない，ということだったようです。例えば福島県や新潟県から東京に持ってくる途中の
長い送電線がテロにやられたら大変です。今，防衛庁・警察庁・海上保安庁が原発へのテ
ロ攻撃を警戒して日本海を盛んにパトロールしていますが，パトロールしているところは
テロは狙いません。一番怖いのは高圧送電線などで，どこかの山の中を狙うかも知れませ
ん。そうすると東京をブラックアウトできます。小型炉が安全ならば，洋上や地下につく
ってもいいと思います。東京の地価は高いですが，都心の深いところを掘ればタダです。
そういうことも併せ考えて斬新な発想で研究してみようということで，東京都でもプロジ
ェクトチームをつくってやっているようです。 
 しかし，それで問題が直ちに解決するのではなく，現に新潟や福島に迷惑をかけている
のですから，石原知事は都民の代表として盆や暮れに「日頃お世話になっています」とご
挨拶に行くのが筋だ，というのが私の主張です。それが人間社会のルールだと思います。
電気を使うだけ使って自分は知らないというのはいけません。そういう程度の「気持ちの
問題」ではないというご意見もあるかも知れませんが，気持ちの問題はやはり大事だと思
います。また，お金で解決することに抵抗感があると言う人もいますが，大体，資本主義
社会において最後はお金で解決するというのは悪いことではないのです。電気をつくって
売るという発想の原点に立てば，それに対して消費者が対価を払うのは当たり前で，どれ
だけ払うべきかと言うレベルが問題です。あまりたくさん要求すると「金の卵を産む鶏」
を殺すことにもなりかねません。その辺は３県の知事や市長さんなどはちゃんと弁えてい
るようで，中央とかけ引きをしながら色々やっているようにみえます。その過程でこれま
でも妥協が図られてきたし，これからもそうだろうと思います。 
 
（森） 「都会に原発を造る」という問題は，ごみ処理施設や産業廃棄物処理施設など，
いわゆる迷惑施設の立地に共通の問題だと思います。メリットを受ける者とリスクを引き
受ける者とのアンバランスということで，先程，金子先生は最終的にお金で解決するので
はないかと言われました。補助金等の経済的な面で優遇されることによって公平感を得ら
れるかどうかは，リスク感覚，あるいはリスク認知度がどの程度かによってよって大きく
左右されると思われます。また，金子先生は「国内では安全性，コスト，クリーン度とい
う議論ばかりなされており，日本のエネルギー安全保障についての議論が欠けている。安
全保障が大事であり，そのために原子力が重要な役割を果たすとするならば，極論すれば
原子力が多少危険で環境に害があっても，原子力を利用しなければならない」というよう
なニュアンスのお話をされました。確かに安全保障の問題は重要です。しかし，日本では
安全感というか，安心感が得られない限り，これからの原発立地は都会はもちろんのこと
地方でもなかなか難しいのではないかという気がします。 
もし，都会で造ろうとするなら，超安全型の小型炉の開発がどうしても必要になります。
それから原子炉立地審査指針を見直す必要があるでしょう。海上に原発を浮かべる「フロ
ーティングシステム」あるいは地下で造るような技術的な検討も十分する必要があります。
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日本あるいは世界のエネルギー安全保障のために，これらの技術的問題などについて研究
あるいは検討することは重要です。しかし，これらがすべてクリアーされたとしても国民
の理解が得られなければ原発立地は非常に困難だと思われます。国民の理解，すなわち「安
心感」を得るには，事故を起こさないという実績を地道に積み重ねていくしかないと思い
ます。それが私の結論です。 
 
（金子） 東京でもごみの問題があります。例えば江戸川区や江東区がごみ処理地になっ
ていて毎朝東京中のたくさんのごみが集められてきていますが，それでは困るというので
各区で分担するようになりました。杉並区や世田谷区などではずいぶん反対もありました
が，それも工夫した結果，最近になってなるべく発生地のそばで最終処理をするシステム
ができました。 
 結局これは騒がなくてはいけないと私は思います。石川県や新潟県などの原発所在地の
人は，これも交渉ですから，まず騒いで，もう投げ出すというようなことも言って，無責
任で能天気な大都会の消費者に冷や水をかけ，彼らがまじめに考えるようにすることです。
とくにメーカーや電力会社はスケールメリットに安穏と暮らしているのですから，それで
はいけないというように持っていく必要があります。電力会社でも，内部では思いどおり
にいかないことをだんだん分かってきています。しかしなかなか言い出せないで迷ってい
るようです。そういうときに生産地域からそういう声を出していただいて，石原慎太郎知
事が喧嘩を吹っかけてきたのなら，こちらからもカウンターパンチを出さなければいけな
いので，ぜひこの機会に声を大にしてやっていただきたい。私も東京の住民の一人ですが，
この問題は真正面から受け止めて議論をして，正しい方向に解決するように持っていきた
いと思っています。こういう集まりも有効だと思うので，ご不満や疑問をぶつけていただ
いて，東京に向けてどしどし発信をしていただきたいと思います。 
 
（中西） 金子先生のお話のように，エネルギー・環境問題の背景にはいろいろなことが
たくさんあり，いろいろな人と知識や情報を交わすことが必要です。また活発にコミュニ
ケーションを進めていかないと相互理解が進まないと思います。本日は２時間では少なか
ったでしょうが，またこういう機会を持ちたいと思います。そのときはまたご案内します
ので，よろしくお願いします。 
 大学教育開放センターでは，本日のテーマのような本当に切実なのに切実と気付かれて
いないいろいろな問題についても，これからみんなで深く考えていく一助になるような講
座を用意して皆さんのお越しをお待ちしていますので，またよろしくお願いします。 
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